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論　文　要　旨

　中国考古学誕生から約 100 年がたった今日、欧米との学術
交流はますます盛んである。関連する交流史的考察は多い。だ
が、かつて中国近現代史に計り知れない影響を与えた隣国ソ
ヴィエトの考古学については、現在に至るまでほとんど論究さ
れてこなかった。ソヴィエトから中国考古学への影響は、背景
となる両国間の政治的距離に比例して変化してきた。その変遷
は大きく第一期（1917 ～ 1949 年）、第二期（1950 ～ 1960
年代初頭）、第三期（1960 年代初頭～ 1980 年代初頭）、第四
期（1980 年代初頭～ 1991 年）の４つの時期に分けることが
できる。
　その中でも第二期にあたる 1950 年代から 60 年代初頭にか
けて、中国では国を挙げて先進的なソヴィエトの経験を学ぶと
いう大きな動きがあった。それを背景として考古学の面でも全
面的にソヴィエトの学問を学んだ。中ソ間の考古学者の相互訪
問、ソヴィエト考古学の著作の翻訳による紹介が活発になされ
た。これらの学術交流を通して、考古学に対する本質的な理解、
技術や方法、考古学用語、人材の育成、文化財関連法規といっ
た多くの分野において、ソヴィエト考古学は中国考古学に影響
を及ぼした。
　本稿では、それらについて項目ごとに検討を加え、今日的視
点から、中国に影響を与えたソヴィエト考古学の評価を試みた。　
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中国考古学史におけるソヴィエトの影響

Ⅰ .　はじめに

　中国の考古学は誕生から 100 年になる。その発展は中国

の学者たちの努力によるものだが、外国からの影響も大き

い。初期の中国考古学は西洋の舶来品と形容できるもので、

仰韶村や周口店遺跡の発掘ではアンダーソンやブラックら

西洋人が中心となった。今日の改革開放路線の中、中国と

欧米の学術交流と協力はますます増え、欧米から中国考古

学への影響について、学界でも多く議論されている。しか

し、かつて中国近現代史に多大な影響を及ぼした隣国ソ

ヴィエトについては、今日に至るまであまり研究されてこ

なかった１）。

Ⅱ .　中ソ考古学関係の変化

　ソヴィエトの中国考古学への影響は、背景となる中ソ関

係を念頭において考察しなければならない。中ソ考古学関

係は主に両国の政治的な距離に比例して変化してきた。そ

の歴史はおよそ 4 つの時期に分けることが出来る。　

（1）1917 ～ 1949 年

　1924 ～ 1931 年、中ソは関係悪化によって断交した

が、満州事変後、両国の関係は急速に改善された。しかし

1937 年以降、戦争により中国の考古学は外国との交流を

中断した。そのため両国には直接的な往来がなく、以下に

示すようなわずかな交流のみとなった。例えば、ソヴィエ

トの文化財関連法規の翻訳２）、考古学関連組織の紹介３）や、

北京原人の頭蓋骨についてのソヴィエト人による復顔研究

などである。

（2）1950 ～ 1960 年代初頭

　建国後まもなく、新中国はソヴィエトの経験を吸収する

ようになった。1953 年 2 月に毛沢東が「ソヴィエトの先

進的な経験を学べ」との号令を出し、これがソヴィエト考

古学の全面的な学習を促した。この時期は中ソ考古学の蜜

月期と言えよう。その親密さは、まず人員の相互訪問とい

う形で現れた。ソヴィエトの考古学者キセリョフは 1950

年と 1959 年に訪中している。初訪中時に北京などで計 23

回の講演を行い、聴衆は累計 2 万人以上にのぼった。中国

にソヴィエトの先進的な考古学を紹介し、その進むべき道

をはっきりと示したのである（写真 1）４）。1950 年代末に

ソヴィエトはクリュコフを派遣し、北京大学で 5 年間、中

国考古学を学ばせた。中国からは、尹達（1954 年）、裴文

中（1954 年）、夏鼐（1956 年）、佟柱臣（1956 年）、鄭

振鐸（1957 年）らが相次いでソヴィエト連邦科学アカデ

ミー物質文化史研究所とモスクワ大学歴史学部を訪問し

た。1958 年、中ソ間で考古学上の協力計画が持ち上がり、

王伯洪と王仲殊がソヴィエトに 3 か月派遣されて研修し

た。彼らは精力的に遺跡見学や研究者訪問をし、さらには

ホラズム地域の発掘調査に参加した５）。考古学関連著作の

翻訳状況からも、両国関係の親密さが看取できる。ソヴィ

エト側は夏鼐、尹達らの中国関連著作を翻訳したり、蘇秉

琦による闘鶏台遺跡の報告を紹介したりした。また中国側

は 1950 年からソヴィエト考古学の略報を翻訳し始めた。

1955 年に『考古通訊』が創刊されると、1962 年までにソ

ヴィエト考古学に関する 68 編の文章が掲載され、重要な

情報源となった（図 1）訳註 1）。中国で翻訳出版されたソヴィ

エト考古学の専門的著作としては、『キセリョフ講演集』、

写真 1　キセリョフの南京博物院訪問
　 （写真中央がキセリョフ）

（時期）

（論考数）

図 1　『考古』（『考古通訊』）掲載ソヴィエト考古学関連
　　　			論考数の推移（1955 ～ 1966 年）
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『ソヴィエト大百科事典』中の「考古学」・「石器時代」・「青

銅器時代」・「鉄器時代」といった項目や、『考古学通論』、

『原始文化史提要』などがある。

（3）1960 年代初頭～ 1980 年代初頭

　1960 年代、中ソは決裂し、考古学界の関係も急転直下

する。『考古』は 1963 年以降ソヴィエト関連の訳文を掲載

しなくなり、10 年以上続いていたソヴィエト考古学の研究

はその歩みを止めることになった。

　60 年代中葉、両国間で国境紛争が増大し、考古学界にお

いても相互批判が誘発された。ソヴィエトの学者は中国が

「アジア中心主義」だと批判し６）、「毛沢東主義者が隣国（お

もにソヴィエト）への領土的野心を弁護」していると主張

した７）。一方で中国側は、オクラドニコフとワシリェフに

ついて、前者は資料の恣意的な解釈でソヴィエトの中国侵

略を正当化し、後者は中国文化西方渡来説を支持したと批

判を展開した。中国ではこの二人の翻訳文集まで出現した

が、言説をあげつらって批判することが目的であった８）。

（4）1980 年代初頭～ 1991 年

　1980 年代には、中ソ関係が次第に正常化し、考古学の

方面でも交流を取り戻した。1983 年にソヴィエトのデレ

ビャンコが中国社会科学院考古研究所を訪問し、両者間の

相互往来は次第に増えていった。中国ではかつて批判され

たオクラドニコフとワシリェフの『中国文明の起源』や『ソ

ヴィエト連邦中央アジア考古学』、『南シベリア古代史』な

どの著作まで出版されるようになった９）。

　しかし、この時期すでに外国との交流や学習の相手は欧

米に重心が移っており、中ソ相互交流の影響はあまり大き

くなかった。政治的な雪解けが進むにつれ、かえって中国

では、仰韶文化母系説やその研究方法 10）、モルガンの研究

モデルといったこれまでの定説に対する疑義をただす動き

が起こった 11）。1950 年代ソヴィエト考古学がもたらした

教条主義の弊害はここに至って是正されるようになったの

である。たとえば考古学科を人類学部の中に設置する大学

が現れたり、父系制・母系制研究の旧弊からの脱却が試み

られたりするなど、ソヴィエト考古学の中国への影響は次

第に薄れていった。

　上述のようにソヴィエト考古学は第二期（1950 年～

1960 年代初頭）を中心に中国に影響をもたらした。以下、

項目ごとにその影響を検討したい。

Ⅲ .　「考古学の本質」の理解への影響

　1950 年にキセリョフが学術講演をしてから、中国の研

究者はソヴィエト訪問と考古学の翻訳書を通じて、いわゆ

るプロレタリアート考古学の体系を学んだ。このことで考

古学そのものに対する理解も変化していった。

（1）歴史学としての考古学

　1950 年にキセリョフが中国を訪問する前、中国の学者

は様々な学問分野に考古学を位置づけていた。傅斯年や李

済は考古学を「歴史学の一部分」と認識し 12）、林惠祥らは

先史考古学を人類学の一分野と見なした 13）。蘇秉琦は考古

学が独立した一つの学術分野であって、歴史学や人類学の

一部とする位置づけが適切でないと考えていた 14）。

　しかし、ソヴィエトでは早くから考古学が歴史学の一分

野とされ、「鉄鍬を装備した歴史学」と称されていた 15）。

キセリョフは 1950 年に中国で講演した際に「ソヴィエト

考古学はマルクス・レーニン主義歴史学の有機的な一部分

であり」「決して自然科学ではない」と述べた 16）。その後

に翻訳されたソヴィエト考古学の著作では、「マルクス主

義歴史学だけが考古学を歴史学に位置づけ」ていると繰り

返し強調され、ブルジョアジー考古学との本質的なちがい

が指摘されている 17）。

　ソヴィエトの学者の考え方はもともと中国考古学界の主

流と合致するものであったが、それに加えて当時はソヴィ

エト考古学を模範とする独特の雰囲気があり、異議を唱え

る学者もすぐに見解を改めさせられた。例えば裴文中はか

つて 1950 年代に石器時代の考古学を自然科学に属するも

のと考えていた。しかし、「ブルジョアジー考古学の泥沼

にはまっている」18）、「歴史科学を逸脱している」19）など

の批判があり、旧石器研究が「歴史科学に貢献」し、「自

然科学から社会科学へと所属が移行する」ことを認めざる

を得なくなってしまった 20）。

（2）研究目標の向上

　1950 年以前、李済をはじめとした中国人考古学者が歴

史の発展法則追究を第一とすることはなかった。一方、マ

ルクス主義歴史観では、歴史の発展には法則があるとされ

た。ソヴィエトの考古学者は「社会が一定の法則に沿って
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発展」する「法則の究明」を研究目標とし 21）、「歴史発展

の客観的な法則性を否定する」ブルジョアジー考古学者た

ちを批判したのである 22）。1950 年以降、中国考古学はマ

ルクス主義の指導の下、この壮大な方向性を受け入れ、現

在に至っている。

（3）研究モデルの変更

　1950 年以前には、尹達が延安で出版した『中国原始社会』
23）という例外はあるものの、中国で氏族制度が考古学的に

検討されることはなかった。一方、原始社会の氏族制度を

扱ったモルガンの『古代社会』について、マルクスは詳細

な抜粋を作成し、多くの重要なコメントを残した。エンゲ

ルスはこれを承けて名著『家族・私有財産・国家の起源』

を書いた。この学史をふまえ、ソヴィエトの考古学者は系

譜などの氏族制度研究を特に重視している。このような研

究モデルは 1950 年代のソヴィエトの翻訳書によってもた

らされ、1950 年代末から 80 年代まで父系制・母系制研究

は中国新石器時代考古学の重要な研究テーマとなった。

Ⅳ .　考古学の理論と方法、技術への影響

　1930 年代からソヴィエト考古学は集落研究と技術面で

大きな進歩があり、中国考古学に一定の影響を与えた。

（1）理論と方法

　考古学文化　アンダーソンは 1923 年に「仰韶文化」と

いう考古学文化を命名したが、中国でその考古学文化の

理論的理解が進んだのはソヴィエトの著作が翻訳された

1950 年代以降である。翻訳された『ソヴィエト大百科事

典』「考古学」の項では、考古学文化の定義、区分の指標、

命名方法、形成要因、同族関係などの理論問題が紹介され

ている。夏鼐は「考古学文化の命名の問題」24）と「再論考

古学文化の命名の問題」25）において、ソヴィエト考古学の

翻訳書から多く引用しており、その考え方を吸収している

ことが窺える。

　型式学　1930 年代、ソヴィエト考古学界は、モンテリ

ウス型式学の中に、唯心論や、唯物論、人類史への生物学

的解釈の援用などが見出せることを批判した 26）。1950 年

に翻訳されたソヴィエト考古学の著作には、型式学批判が

多く見られた。これは中国の学者の型式学に対する見解に

影響を及ぼした。1958 年には、かつて蘇秉琦が『闘鶏台

溝東区墓』で試みた型式学的方法について様々な批判が出

現した。「彼の型式学では、型式変化の要因が人間側の要求

によるのではなく、あたかも器物それ自体がはっきりとし

た法則にしたがって、自己進化するかのように見える」と

いう批評や、「彼が社会や歴史、遺物の製作者や使用者な

どから乖離してしまっている」、「彼の研究のどこを見ても

人間活動の痕跡や、社会関係といったものが看取できない」

といった非難を含むものであった 27）。これはソヴィエトの

学者の論調とよく似ている。

　集落考古学　1930 年代、ソヴィエトの考古学者がトリ

ポリエ文化の遺跡を発掘調査し、大面積を発掘する集落考

古学の方法を切り開いた 28）。1950 年代のソヴィエトの翻

訳文で強調されたのは、「大規模発掘が古代社会の生活や

経済を考古学的に研究する唯一の科学的方法」だというこ

とである 29）。これがプロレタリアート考古学とブルジョア

ジー考古学を区別する指標とされた30）。その影響を受けて、

中国の学者も大規模発掘調査を強力に展開した 31）。半坡遺

跡の発掘は、ソヴィエト集落考古学の学習の産物といえよ

う。

（2）技術

　製図　ソヴィエトの考古学者は、トリポリエ文化の住居

跡を発掘する際に、縄の網を張った木製取り枠（1ｍ× 1ｍ）

を使用して遺構平面図を作成した。発掘報告書にはよく家

屋や寺院などの建造物の復元図が掲載され、器物について

は照明の投影を利用した図が作成された。中国の考古学者

は、半坡遺跡や廟底溝遺跡の現地調査や発掘報告書でこれ

らの技術を使用した（写真 2、図 2）。

　花粉分析　1950 年代に翻訳されたソヴィエトの著作中

では、花粉分析による自然環境研究の重要性が強調されて

いる。1956 年に翻訳されたソヴィエトの『花粉分析』では、

考古学における花粉分析の応用法について専門的な解説が

なされた 32）。この影響で、半坡遺跡の発掘では、中国初の

土壌サンプル採取と花粉分析が行われた 33）。

　使用痕分析　ソヴィエトの考古学者セミョーノフは使用

痕研究の上で優れた業績を残している。1957 年に名著『先

史時代の技術』を出版したが、中国ではすぐにその序論部

分とソヴィエトの学者の書評が翻訳された 34）。セミョーノ

フに啓発された劉敦願、佟柱臣らは、1960 年代から使用

痕研究に関心をもち始めた 35）。
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　復顔　ソヴィエトの考古学者ゲラシモフは、1930 年代

に北京原人の頭部像を復元したことがあるが、彼は頭蓋骨

からの復顔技術に卓越していた。1950 年代初頭に中国の

学界は彼の業績を詳しく紹介し、1958 年に名著『頭蓋骨

による顔貌復元の原理』を中国語に翻訳した 36）。呉汝康ら

が北京原人の頭部像を復元する時、彼の復元を参考にした

だけではなく、その研究方法を用いて新しい研究を進めた

のである（図 3）37）。

　このほか中国は 1950 年代に、ソヴィエト考古学の訳著

を通して、遺跡発見における航空写真の利用、水中考古学、

化石中フッ素含有量年代測定、X 線撮影、金属のスペクト

ル分析による産地同定、土壌リン化合物分析による古代居

住地判定といった技術を学んだ。これらは中国の考古学者

の視野をおおいに広げることになった。

Ⅴ .　考古学用語に与えた影響

　ソヴィエト考古学を学ぶ過程で、学術用語のいくつかは

その影響を受けた。ソヴィエト考古学の訳書を通じて、新

しい学術用語が中国に導入されたのである。

（1）争点となったソヴィエト由来の学術用語

　先史　1952 年に翻訳されたソヴィエトの『原始社会史』

では、「先史」という概念が問題とされた。「原始社会史研

究に対する反科学的な見解であり、真の歴史とは言えない」

としている 38）。その後翻訳された『ソヴィエト大百科事典』

「考古学」項をはじめとする多くのソヴィエトの著作は「先

史」に対して否定的であった 39）。そのため、1950 年代の

中国でも、「先史」に対して多くの批判が集まった。1960

年代に夏鼐は、「先史」を単純に「文字出現以前の時代」と

いう意味に限定すれば使用することができると控えめな表

明をしたが 40）、それがブルジョアジー的であるとして非難

された 41）。そのため 1950 年代後半から 80 年代半ばにか

けて、中国考古学界ではほとんど「先史」という言葉を使

わず、ソヴィエトでよく使われた「原始社会」に取って代

わられた。

　猿人　コスヴェンは、『原始文化提要』（1955 年訳）で、

動物界において生物学的に分岐した人類が「ヒト」となっ

た段階では、もはや「猿人」という用語をあてるべきでは

写真 2　半坡遺跡における実測作業
（写真右手前では木製取り枠を使用して遺構平面図を作成
している）

図 2　ソヴィエトと中国の建物復元図
（上 2 点がソヴィエトの報告書掲載図、下左は中国廟底溝遺跡の報告書、下右は中国半坡遺跡の報告書掲載図）
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図 3　ゲラシモフによる北京原人頭部像
　　　　　　　 （1930 年代の復元）

ないということを表明した。コスヴェンの提起により、中

国考古学界では「猿人」使用の可否についての議論が巻き

起こった 42）。しかし、ほかにソヴィエトからの反対はなく、

「猿人」はその後も引き続き使われた 43）。

（2）ソヴィエト考古学がもたらした新しい用語

　物質文化史　ソヴィエト成立後、「考古学」という言葉

は、西欧ブルジョアジー的だという理由で長い間使用され

ず 44）、「物質文化史」が使われた。ソヴィエトの考古学研

究所は 1919 年に物質文化史研究所と改称され 45）、ポーラ

ンド 46）や朝鮮 47）もこれに倣った。

　1950 年にキセリョフが中国で学術講演をして以降、「物

質文化史」は「考古学」の同義語として、中国の考古学に

多く登場するようになった。夏鼐は「考古学」を「物質文

化史」と言い換えることに抵抗を示したが 48）、それでも文

化大革命期に北京の「考古研究所」が「物質文化史研究所」

と改名させられてしまった 49）。

　「考古学文化」関連用語　「考古学文化」と「族的共同体」

という２つの用語は、1956 年に翻訳された『ソヴィエト

大百科全書』の「考古学」の項に初見される。同年に翻訳

されたモンガイトの『ソヴィエト考古学』の序言には、「文

化共同体」という用語が使用されている 50）。

　「経済・文化類型」と「歴史民族誌的領域」　この二つの

用語は、1950 年代にソヴィエトの民族学者、チェボクサ

ロフらが提案したものである。モンガイトの『ソヴィエト

考古学』の訳書は「経済・文化類型」という言葉を中国に

はじめて紹介した。1956 年から 1958 年にかけて、チェ

ボクサロフは中央民族学院で授業を担当したが、『民族問題

翻訳叢書』に掲載された彼の講義録では、「経済・文化類型」

と「歴史民族誌的領域」という二つの学術用語が詳細に解

説されている 51）。その後、中国ではこれらの用語を用いて

考古学文化の地域性などの理論的問題を議論した 52）。彼ら

が提示した「親族文化区」、「歴史 - 文化区」53）、「焼畑農耕

経済文化類型」などの概念は、この二つの学術用語から啓

発を受けたものかもしれない。

Ⅵ .　人材育成への影響

　民国期の中国では高等教育機関に考古学科は設けられて

いなかった。この時期の一般的な考古人材育成方法とは、

賈蘭坡のように実践の中で学ばせるか、夏鼐のように国外

派遣して研修させるかどちらかの方式であった。1952 年、

北京大学は中国で初めて考古学科を設置したが、人材育成

の上では、ソヴィエトの影響を受けていた。

（1）専攻の設置

　1952 年に中国はソヴィエトの高等教育体制をまねて学

部の設置、調整を行った。ここで初めて大学に考古学課程

が開設されることになったのである。多くは歴史学部の中

にあったが、国学部、社会学部、人類学部、芸術学部など

に置かれる場合もあった。ソヴィエト考古学は歴史学の一

分野であり、そのため 1922 年のモスクワ大学考古学科開

設以来、ソ連の十数の大学の考古学科はすべて歴史学部の

中に置かれている。中国ではソヴィエトに倣って、北京大

学、西北大学などで相次いで成立した考古学の学科や教室

を、ほぼ例外なく歴史学部の中に設置している。1980 年

代初頭になってようやくこのような状況が一部の大学で改

変されるようになった。

（2）課程体系

　1952 年、大学全体の学部が調整された後、学部ごとの

課程の配置が行われた。このとき北京大学は、中国の実情

にあわせて多少の改変を行ったものの、ほとんどすべてを

ソヴィエトから学んだ。考古学科も例外ではない。北京大

学はモスクワ大学から送られてきた基本教材や教育計画を

もとに第一歩を踏み出した。モスクワ大学のキセリョフの

援助を受け 54）、カリキュラムや教育課程の設置から教育指

導要綱まで、モスクワ大学をほぼ一体的に模倣したのであ

る 55）。

　北京大学の当時の考古学実習は、実習、教育実習、卒業
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実習の三つに分かれていたが、すべて「ソヴィエトから学

んだ」ものであった 56）。1954 年にソヴィエトの教育制度

に倣って、北京大学考古学科は歴史学科考古学専攻に改め

られ、学部の修業年限は 4 年から 5 年に変更された。また、

ソヴィエトから大学院副博士育成制度を導入し、修業年限

もソヴィエトと同じ 4 年となった。授業課程の休暇制度、

試験制度（口頭試験）、採点制度（5 段階制）はすべてソヴィ

エト式であった 57）。

（3）教材編纂

　1952 年、中国教育部が「ソヴィエトの大学教材を計画

的に翻訳せよ」と指示し、1956 年にソヴィエトの『考古

学通論』が翻訳出版された。1958 年の建国十周年を記念

して、北京大学考古学専攻の教師と学生が共同で『中国の

考古学』を編纂したが、これはエンゲルスの『家族・私有

財産・国家の起源』とモルガンの『古代社会』をもとに、

ソヴィエトの『考古学通論』や『原始文化史提要』をモデ

ルとして中国考古学を叙述したものであった 58）。

　1950 年代にほかの大学で編纂された教科書の中にも、

『考古学通論』というソヴィエトの教育指導要領の影響が

見てとれる。荊三林の『考古学通論』や梁釗韜の『考古学

通論』などは明瞭である。

Ⅶ .　文化財関連法規への影響

　中国の文化財関連法規の多くは、1930 年公布の「古物

保存法」の内容を継承しているが、同時にソヴィエトの影

響も受けている。

（1）施工前調査の原則

　ソヴィエトでは 1950 年代以前から文化財関連法のなか

で、建設部門が施工前に遺跡の入念な調査と測量を行うよ

うはっきりと指示されていた 59）。1950 年以前の中国には

開発にともなう事前発掘調査の経験がなく、50 年代初頭は

工事中に文物の不時発見があって初めて考古学部門に通知

され、発掘調査が行なわれた。しかし、造成部分の遺構が

すでに破壊されているという事態がよく発生していた 60）。

来訪したソヴィエトの専門家は、中国に対して基本建設事

業に先立つ埋蔵文化財残存状況の確認を提案した 61）	。国

家文物局局長の鄭振鐸は、埋蔵文化財の調査後に事業が施

工されるソヴィエトの先進的な事例を紹介している。1953

年発令の基本建設にかかわる事前調査の指示によって、大

型建設プロジェクトの際には施工前に文化財部門に届け出

て、地下のボーリング調査を行なわなければならないこと

が周知された 62）。以後この方式が一般的となった。

（2）基本建設の事前発掘調査費用

　1950 年代初頭の中国では、事前発掘調査費を文化財部

門が負担していた 63）。ソヴィエトの当時の文化財関連法規

では、遺跡や文物に対する破壊や現状変更が許可される場

合には、その必要経費は認可された事業者が負担すること

と規定されていた 64）。1953 年に鄭振鐸は、「基本建設事業

の予算の中に、５～ 10% の発掘調査費が含まれている」と

いうソヴィエトのやり方を紹介した 65）。その後、中国はソ

ヴィエトに倣って、事前発掘調査費を事業者が負担すると

いう方法に徐々に変更していった。

（3）「文物保護単位」管理制度

　ソヴィエトは成立後、徐々に文化財保護制度を整備し、

文化財をその価値の大きさによって「各共和国級」と「全

ソヴィエト連邦級」の二種類に分け 66）、さらに後者の中で

特に重要なものを「禁止類」とし、保護をしていた 67）。チェ

コスロバキア 68）やルーマニア 69）もソヴィエトの制度を模

倣した。中国も 1950 年代にソヴィエトから「先進的組織

制度と運営方法」といった文物保護政策を学び、「文物保

護単位」を創設したのである 70）。

　1961 年の「文化財保護管理暫定条例」では、ソヴィエ

トの等級制度に倣って「文物保護単位」を「県級」、「省級」、

「全国重点文物保護単位」の三等級に分けている。

　この他、中国の文化財関連法規の中に「文物保護単位」

周辺を建設規制地区とする規定があるが、これもまたソ

ヴィエトからの影響と言える 71）。

Ⅷ．まとめ　～ソヴィエト考古学の影響と評価

　ソヴィエト考古学は 1950 年代の 10 年間に、中国考古

学に大きな影響を及ぼした。最後にその功罪について、客

観的な分析を試みたい。

　ソヴィエト考古学が中国考古学にもたらしたマイナス面

の一つ目に、考古資料を用いてマルクス主義の古典や政治

指導者の著作を解釈することが挙げられる。二つ目は学術

問題で、ソヴィエト固有の部分が中国の状況に適合しない
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場合があるということである。これは考古学の位置づけや

発掘方法、考古用語といった様々な問題をはらんでいる。

例えば、ある一つの学術論争が、プロレタリアート的かブ

ルジョアジー的かといったレッテル貼りに終始してしま

い、客観的な評価ができなくなってしまうことがある。ま

た、考古学を物質文化史研究と同一視して、「考古学者の

責任は地山まで掘り下げることだけ」といった極めて単純

な認識もあり 72）、ソヴィエト考古学の受容には一定の限界

性がある。

　しかし、一方でソヴィエト考古学には積極的に評価すべ

き面がある。1950 年代のソヴィエト考古学は理論と方法、

技術など多くの方面で世界トップの水準にあり、人材育成

や文化財関連法整備などでも経験豊富であった。当時の中

国は、考古学的な人材が不足していた上に、開発に伴う事

前調査には習熟していなかった。いささか教条主義では

あったが、中国はその重要な課題にマルクス主義をもって

対処していった。1950 年代は廃墟からの復興をめざした

時期で、中国考古学界はソヴィエト考古学から多くの有益

な要素を吸収して難局を乗り越え、自身の発展を強力に推

進したのである。

　陳星燦、銭耀鵬、張良仁の各氏からは、本稿の執筆に対して多

くの貴重な修正意見を頂戴いたしました。ここに深く感謝の意を

表します。
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訳者註

訳註 1）	『考古通訊』は 1955 年 1 月に中国科学院考古研究所（社

会科学院考古研究所の前身）によって創刊された学術誌

で、1958 年 7 月に誌名が『考古』に改められ、現在まで

継続的に刊行されている。
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